
平成２２年度福井県雪害予防対策協議会資料

議題２ 「今冬の気象予報および気象業務対策」

・ 北陸地方３か月予報

（ラニーニャ現象）

・ 降雪量予想

福井地方気象台



平均気温 12月（前年） 1月 2月 冬（12月～２月）

2001年 平年並 低い 平年並 低い

2002年 平年並 高い 高い 高い

2003年 低い 低い 高い 低い

2004年 平年並 平年並 高い 高い

2005年 かなり高い 平年並 平年並 高い

2006年 かなり低い 低い 平年並 低い

2007年 平年並 高い かなり高い かなり高い

2008年 高い 平年並 低い 平年並

2009年 高い 平年並 かなり高い 高い

2010年 平年並 平年並 高い 平年並

出現率（低：並：高） 20:50:30 30:50:20 10:30:60 30:20:50

●近年は２月が低温にならない傾向

ここ１０年の福井の冬の気温の傾向



1987年以降は並～高温傾向を反映した少雪傾向が続いている。

1986年の冬を最後に「多い」階級となった年はない。

福井の冬（１２月～２月）の降雪量の長期傾向



平年偏差図の太線は1℃毎、細線は0.5℃毎
の等値線を示す。
（平年値は前年までの30年平均値）

平年より低い領域 平年より高い領域

エルニーニョ監視海域の海面水温エルニーニョ監視海域の海面水温

4

2010年9月

エルニーニョ監視海域（赤枠内）

エルニーニョ監視海域の基準値との差は – 1.3 ℃

現在、ラニーニャ現象が発生している

（北緯5度～南緯5度 西経150度～西経90度）

ラニーニャ現象は冬までは持続する可能性が高い



太平洋赤道域の中央部
（日付変更線付近）から
南米のペルー沿岸にかけての広い海域で
海面水温が平年に比べて
高くなったり（エルニーニョ）
低くなったり（ラニーニャ）
する現象

↓
全球規模の大気の
循環に影響する
ことが多い。

エルニーニョ発生時
1997年11月の
月平均海面水温平年差

エルニーニョエルニーニョ／ラニーニャ現象



北半球中緯度帯の気温の予想北半球中緯度帯の気温の予想

今後次第に落ち着くが、この夏は極端な高温だった

ので、今冬もまだ高温傾向が残るという予想が多い。



・近年の傾向は高温の年が多く、少雪か並雪。

・「北半球中緯度帯の広い領域で気温の高い
状態」は次第におさまる傾向だが、数値予報
によれば、今冬もまだプラスの可能性が大き
い。

・ラニーニャ現象が発生しているときは、統計
的には北陸地方の冬は低温傾向。

予報期間の特徴



＜気温＞

＜降水量＞

北陸地方 ３か月予報（１１月から１月までの天候見通し）

平成22年10月25日 新潟地方気象台発表＜予想される向こう３か月の天候＞

＜向こう３か月の気温、降水量の各階級の確率（％）＞

１１月 平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。

気温は、平年並または高い確率ともに４０％です。

１２月 平年と同様に曇りや雪または雨の日が多いでしょう。

気温は、平年並または低い確率ともに４０％です。

１月 平年と同様に曇りや雪または雨の日が多いでしょう。



降雪量予想 １日２回発表 （０６時・１６時）

＜発表期間＞

平成２２年１２月１日０６時
から 平成２３年３月１５日
１６時まで
（この期間以外でも降雪が予
想される場合は、随時発表）

１６時発表例



北陸地方　寒候期予報
（１０月から２月までの天候見通し）

平成２２年９月２２日
新潟地方気象台発表

＜予想される冬（１２月から２月）の天候＞
　冬（１２月から２月）の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、降水量等の確率は以下の
とおりです。
　平年と同様に曇りや雪または雨の日が多いでしょう。
　なお、１２月までの予報については、最新の３か月予報等をご覧ください。

＜冬（１２月から２月）の気温、降水量、降雪量の各階級の確率（％）＞

［気　温］ 北陸地方 30 40 30

［降 水 量］北陸地方 30 40 30

［降 雪 量］北陸地方 30 40 30

低い(少ない) 平年並 高い(多い)

＜次回発表予定等＞
１か月予報：毎週金曜日　１４時３０分　次回は９月２４日
３か月予報：１０月２５日（月）　１４時
寒候期予報については、１０月２５日発表の３か月予報に合わせて予報内容を再検討し、変更がある場合
には修正発表します。また、１１月の３か月予報発表以降、冬の予報については、最新の３か月予報等を
ご利用下さい。

JMA1AAA
テキストボックス
　　　　　北陸地方寒候期予報解説資料から抜粋予報のまとめ　　北陸地方の冬の気温には長期的に上昇傾向があり、近年は低温の年は少なくなっています。一方で、ラニーニャ現象発生時は過去の統計から低温傾向があり、両者の兼ね合いが今冬の予報のポイントとなります。数値予報による冬の３か月平均の大気の予測は、過去に発生したラニーニャ現象時の平均的な状態に近い予測となっています。　また、北半球中緯度の高温傾向は、今後ゆっくりとおさまっていくものの、今冬もまだ高めの傾向が残るとする予測が優勢になっています。　この冬の気温は、近年の暖冬傾向を割り引いて平年並の確率40％としています。降水量は各種資料に明瞭な傾向が見られず、平年並主体で各階級の差が小さく特徴のない確率としています。降雪量も気温や降水量との対応から同様の確率としています。近年は多雪の冬は出現しにくくなっていますが、今冬は西回りで寒気が入りやすい可能性があり、平地で大雪となる日もあり得ると考えます。



北陸地方　３か月予報
（１１月から１月までの天候見通し）

平成２２年１０月２５日
新潟地方気象台発表

＜予想される向こう３か月の天候＞
　向こう３か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、降水量等の確率は以下のとおりで
す。

１１月　平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。
　気温は、平年並または高い確率ともに４０％です。

１２月　平年と同様に曇りや雪または雨の日が多いでしょう。
　気温は、平年並または低い確率ともに４０％です。

１月　平年と同様に曇りや雪または雨の日が多いでしょう。

＜向こう３か月の気温、降水量の各階級の確率（％）＞

＜＜気温＞＞

［北陸地方］
３か月 30 40 30

１１月　 20 40 40

１２月　 40 40 20

１月　 30 40 30

低い 平年並 高い

＜＜降水量＞＞

［北陸地方］
３か月 30 40 30

１１月　 30 40 30

１２月　 30 30 40

１月　 30 40 30

少ない 平年並 多い

＜次回発表予定等＞
１か月予報：毎週金曜日　１４時３０分　次回は１０月２９日
３か月予報：１１月２５日（木）　１４時
１１月の予報については、新しい資料による次回以降の１か月予報を適宜ご利用ください。
なお、最近の天候経過と新しい予測資料をふまえ寒候期の天候について検討しましたが、９月２２日に発
表した寒候期予報の内容に変更はありません。



＜参考資料（平年並の範囲等）＞
（１）平年値（月・３か月平均気温、降水量、日照時間、降雪量）

気　温(℃) 降　水　量(mm) 日照時間(時間)
１１月 １２月 １月 １１月～１月 １１月 １２月 １月 １１月～１月 １１月 １２月 １月 １１月～１月

輪島
相川
新潟
金沢
伏木
富山
高田
福井
敦賀

10.3
11.3
10.2
11.3
10.7
10.4
10.0
10.8
12.1

5.8
6.9
5.3
6.5
5.6
5.5
5.1
5.8
7.2

3.0
3.6
2.6
3.7
2.7
2.5
2.2
3.1
4.4

6.3
7.2
6.0
7.1
6.3
6.1
5.8
6.5
7.8

233.7
155.6
200.6
267.2
223.4
214.1
332.5
208.9
189.6

256.8
148.5
204.4
286.9
249.4
235.7
420.3
270.6
282.3

215.3
125.6
180.3
265.9
244.4
255.4
413.3
279.8
273.8

704.7
432.0
588.7
817.9
720.3
707.7
1171.3
766.1
760.0

88.1
96.0
90.0
98.8
99.8
101.4
105.7
106.5
105.7

51.6
56.7
59.4
69.6
72.8
77.1
82.0
76.7
80.3

42.4
51.9
56.1
60.7
60.3
66.4
64.7
64.5
64.7

181.1
203.5
204.7
227.4
231.3
243.2
250.9
245.2
248.6

降 雪 量(cm)
１１月 １２月 １月 １１月～１月

輪島
相川
新潟
金沢
伏木
富山
高田
福井
敦賀

1
1
3
4
3
2
7
2
2

31
18
35
46
57
62
110
51
39

92
64
105
146
160
178
276
138
115

126
85
145
197
221
243
398
194
157

欠測により平年値を求めるための資料年数（観測値のある年数）が各月毎に異なることなどにより、３か月平年値等が各月の平
年値から求めた値と一致しないことがあります。

（２）1971～ 2000年のデータに基づいた１１月～１月地域平均の気温、降水量、日照時間、降雪量の平年差（比）の「平年
並」の範囲は次のとおりです。

要　素 予報対象地域 １１月 １２月 １月 １１月～１月
気温平年差(℃) 北陸地方 -0.3～+0.6 -0.3～+0.7 -0.4～+0.4 -0.5～+0.7
降水量平年比(%) 北陸地方 84～ 112 82～ 109 92～ 108 94～ 104
日照時間平年比(%) 北陸地方 100～ 108 93～ 106 95～ 108 96～ 104
降雪量平年比(%) 北陸地方 17～ 98 54～ 87 78～ 113 65～ 102

＜参考資料（利用上の注意）＞
（１）気温（降水量）等は、「低い（少ない）」「平年並」「高い（多い）」の３つの階級で予報します。階級の幅は、1971～
2000年の 30年間における各階級の出現率が等分（それぞれ３３％）となるように決めてあります（気候的出現率と呼びます）。
（２）予報する確率の数値は、それぞれの階級が出現する可能性の大きさを表しています。予測資料の信頼性が大きい場合には
気候的出現率から大きく隔たった１０％以下や６０％以上の確率を付けられますが、特定の階級を強調できない場合には気候的
出現率と同じかそれと同程度（３０％、４０％）の確率しか付けられません。
（３）晴れや雨などの天気日数は、平年の日数よりも多い（少ない）場合は「平年に比べて多い（少ない）」、また平年の日数
と同程度に多い（少ない）場合には「平年と同様に多い（少ない）」と表現します。なお、単に多い（少ない）と表現した場合
には対象期間の２分の１より多い（少ない）ことを意味します。
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北陸地方３か月予報解説資料（１１～１月） 

平成２２年１０月２５日 新潟地方気象台 

１ 予想される天候の特徴（各月の天候の特徴と気温、降水量等の確率） 

月 気温 降水量 日照時間 降雪量 出現の可能性の最も高い天候の見通し 

 低：並：高 少：並：多 （注） （注）  
１１ ２０：４０：４０ ３０：４０：３０ 平年並  ----- 平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。

１２ ４０：４０：２０ ３０：３０：４０ 平年並 
平年並 

か多い 

平年と同様に曇りや雪または雨の日が多いで

しょう。 

１ ３０：４０：３０ ３０：４０：３０ 平年並 平年並 
平年と同様に曇りや雪または雨の日が多いで

しょう。 

注：各月の日照時間と降雪量は出現する可能性の最も高い階級を示しています。 

２ 寒候期予報の見直しについて 

最近の天候経過と新しい予測資料をふまえ寒候期の天候について検討しましたが、９月２２日に発表し

た寒候期予報の内容に変更はありません。 

３ 予想される大気や海洋の流れの特徴 
◇ ３か月平均の 500hPa 高度（右図）および海面水温偏差（下図）の予想 

日付変更線のやや東で顕著な正偏差が見られます。また、大西

洋でも顕著な正偏差が見られます。一方、日本付近は負偏差とな

っており、寒気の影響を受ける時期がある見込みです。 

太平洋赤道域の中部から東部は顕著な負偏差となっています。

一方、西部は+0.5℃前後の正偏差となっています。インド洋は西

部主体に負偏差が予想されており、今後次第に基準値より低くな

る見込みです。 

等値線間隔は0.5℃ 陰影部は平年に比べて海面水温が低い領域 

◇ 月別の地上気圧配置の予想（下図) 

１１月は、アリューシャン付近は正偏差でこの付近での低気圧の発達は平年より弱い可能性があります。

一方で、大陸の高圧部は正偏差の領域と負偏差の領域が同程度となっています。大陸からの季節風が吹い

て寒気が入り、しぐれる時期があると見られます。平年と同様に曇りや雨の日が多い見込みです。 

１２月は、１１月に比べると大陸の高圧部は正偏差の領域が多くなっています。一方でアリューシャン

付近の南西側で負偏差となっており、平年より日本に近いところで低気圧が発達する可能性があります。

寒気の影響を受けやすい見込みで、平年と同様に曇りや雪または雨の日が多い見込みです。 

１月は、１２月から引き続き大陸の高圧部は正偏差の領域が多くなっています。一方で日本付近の負偏

差の領域はやや東に移っています。１２月に比べると寒気の影響は弱まる見込みですが、冬型の強まる時

期があり、平年と同様に曇りや雪または雨の日が多い見込みです。 

 
左から１１月、１２月、１月 実線は等圧線4hPa毎、破線は偏差1hPa毎、陰影部は平年に比べて気圧が低い領域 

等値線間隔 高度60ｍ、偏差30ｍ 

陰影部は平年に比べて高度が低い領域 
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４ 熱帯の海面水温の状況：エルニーニョ現象等の今後の見通し(2010 年 10月～2011 年 4月） 

９月の太平洋赤道域の海面水温は、インドネシア付近

で正偏差だったほかは、広い範囲で負偏差でした。海洋

表層（海面から深度数百 m までの領域）の水温は、西部

で正偏差、中部から東部にかけて顕著な負偏差でした。

また、エルニーニョ予測モデルは、エルニーニョ監視海

域の海面水温が、今後冬にかけて基準値より低い値で推

移すると予測しています(右図)。ラニーニャ現象が発生

しており、冬までは持続する可能性が高いでしょう。 

図は、エルニーニョ監視海域の海面水温（基準値との差）の先月

までの推移（折れ線グラフ）とエルニーニョ予測モデルから得られ

た今後の予測（ボックス）を示しています。 

 

５ 最近の大気の流れと天候経過（１０月） 

◇ 500hPa高度（右図：月末までの予想値を含む） 

日本の東海上は顕著な正偏差となり、日本付近も正偏

差となっています。一方で黄海付近には負偏差の領域が

あり、日本付近は西谷傾向となっています。北日本中心

に平年より暖かい空気に覆われた事に対応しています。 

◇ 北陸地方の天候経過（１０月２４日まで） 

上旬は、天気は数日の周期で変わり、４日頃は気圧の

谷の影響でまとまった雨となりました。中旬は、移動性

高気圧に覆われて晴れた日が多くなりましたが、１５日

は、上空の寒気の影響で新潟県で竜巻が発生しました。 

気温は、中旬までは平年よりかなり高く推移していま

す。降水量は、上旬は多くの地点で平年より多くなりま

したが、中旬は平年より少なくなっています。 

北陸平均平年差・比（１０月１日～２４日）：平均気温＋２．

３℃、降水量８０％、日照時間１０７％ 

１０/１～１０/２４ 新潟 相川 高田 富山 伏木 金沢 輪島 福井 敦賀

平均気温平年差（℃） ＋２．４ ＋２．３ ＋２．２ ＋２．７ ＋２．４ ＋２．２ ＋２．０ ＋２．２ ＋２．０

降水量 平年比（％） ８２ ９９ ６８ ７１ ６３ ９６ ７２ １０１ ６９

日照時間平年比（％） ９３ １０９ １１０ １１１ １１７ １１５ １１３ １０１ ９７

 

６ 参考資料：晴れ日数(日照率 40％以上の日数)および降水日数(日降水量１mm以上の日数)の平年値 

平年の日数(日) 新潟 相川 高田 富山 伏木 金沢 輪島 福井 敦賀
晴れ １０．０ １１．０ １２．７ １１．６ １１．３ １１．５ ９．７ １２．１ １２．０

１１月 
降水 １７．４ １６．３ １７．６ １５．８ １６．３ １６．６ １６．９ １５．８ １４．４

晴れ ６．２ ５．１ ９．８ ８．８ ８．０ ８．３ ５．０ ８．６ ９．３
１２月 

降水 ２２．０ ２０．１ ２２．３ ２０．３ ２０．５ ２１．９ ２２．９ ２０．８ １９．５

晴れ ５．２ ４．２ ７．４ ６．４ ５．６ ５．８ ３．２ ６．２ ６．４
１月 

降水 ２２．０ ２０．１ ２４．３ ２２．３ ２２．２ ２３．８ ２３．０ ２２．９ ２２．０

 

 

等値線間隔 高度60ｍ、偏差30ｍ 

陰影部は平年に比べて高度が低い領域 

注：北陸地方とは、新潟･富山･石川･福井の各県を総称した地方予報区名です。解説資料では北陸地方を

北陸東部(新潟県)と北陸西部(富山･石川･福井県)に分けて記述する場合があります。 



福井県地点別６時間降雪量・区域別１８時間降雪量予想
平成２２年０１月１２日１６時    福井地方気象台発表

福井市豊島　　　０　２　２　２　３
坂井市宮領　　　０　２　２　２　２
福井市皿谷　　　４　７１０　７　８
鯖江市上戸の口　２　２　４　５　４
越前市村国　　　０　１　２　２　２
南越前町今庄　　２　７　６　５　６
南越前町広野　　３　７　８　９　９
勝山市滝波　　　２　３１１　５　６
大野市蛇塚　　　１　６　６　５　６
勝山市北谷　　　８１５１８１２１５
大野市九頭竜　　４　９１３１１１１
敦賀市松栄　　　０　２　７　５　４
敦賀市刀根　　　２　９　６　９１０
小浜市遠敷　　　０　１　１　２　４
おおい町川上　　０　３　４　４　２

地点名
予想時刻 １５～

２１時
２１～
０３時

０３～
０９時

０９～
１５時

１５～
２１時

翌日０９時までの
区域別１８時間降雪量

嶺北北部平地 ５～１０

嶺北北部山地 １０～３０

嶺北南部平地 ５～１０

嶺北南部山地 １０～３０
（ダミ ） 18 18

奥越 ３０～４０
（ダミー） 30～41

嶺南東部平地 ５～１０
嶺南東部山地 １０～２０
嶺南西部平地 ５～１０
嶺南西部山地 １０～２０

センチ

福井  １℃

敦賀  １℃

大野  －１℃

明日朝の予想最低気温

明日は冬型の気圧配置が強まる見込みです。

JMA1AAA
テキストボックス
降雪量予想について福井地方気象台では、１２月１日より翌年３月１５日までの間、早朝（６時）と夕方（１６時）の１日２回、「降雪量予想」を発表しております。（降雪が予想される場合はこの期間以外でも発表します）                                   16時発表例 



平成２２年度 雪害予防対策の概要

危機対策・防災課

１ 雪に強い交通網の確保

① 安定した交通の確保

・○拡救急医療機関周辺の除雪を強化（計画案p７、新旧対照表p５）

→最重点除雪路線（積雪５㎝上回った時に出動）として、病院群輪番制参加病院に加え、周産期母子医療センターに至る幹線道路を追加

・○拡消雪施設の増強増設（約８ｋｍ増設）および落雷対策（６箇所）を実施

・公共交通機関パークアンドライド駐車場やアクセス道路の優先除雪を実施

・高速道路でのタイヤチェックを強化

② 歩行者の安全確保

・○新病院群輪番制参加病院および周産期母子医療センターの歩道除雪を実施（計画案p９、新旧対照表p７）

・歩道除雪の充実策として、「みどりのスコップひとかき運動」を推進（１２４箇所に設置）

③ 倒木除去対策の徹底

・倒木を原因とする道路交通等への障害を防ぐため、降雪期前に倒木のおそれのある立木を伐採（２1年度実績 県管理道 ５７５本）

・「雪による倒木被害対策チーム」を設置し、積雪による倒木被害が発生した場合に速やかな倒木処理を実施

④ 県と市町の連携の強化

・○新寒波到来が予想される際に、県と市町が道路除雪等の情報共有を行う場として各土木事務所に｢冬期道路情報連絡会｣を設置

（計画案p２２、新旧対照表p１３）

２ 雪に関する情報の発信・普及啓発の推進

・ ○新「雪に関するお役立ち情報」を携帯メールマガジンで配信

・ ○拡雪に関する情報を掲載したホームページの内容の充実を図るとともに、テレビ、ラジオ、広報紙等を通じた啓発を実施

・ 気象台との共催により雪をテーマとした防災気象講演会を実施（11月5日）

・ 大雪時に住宅の屋根雪下ろし等に関する相談窓口を各土木事務所に設置

・ 携帯電話による道路情報取得の利便性を向上させるため、道路情報を提供するホームページのアクセス方法を改善

３ 地域ぐるみで除雪の実施

・ 企業の協力による歩道除雪を実施

・ 大雪時の日曜日に歩道の一斉除雪を呼びかけ、「歩道の県下一斉除雪デー」を実施



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全な雪下ろし１０のポイント

こんなことに注意して安全な作業を心がけましょう 



ポイント１ 日ごろの準備 

ポイント２ 安全な服装 

ポイント３ 命綱の使用 

ポイント４ 使いやすい除雪道具

・ 建物がどの程度の雪に耐えられるか把握しておきましょう。 

・ 降雪時にはテレビ、新聞等で継続的に情報を確認し、雪下ろしの時期や必要性を判断します。 

・ ヘルメットを着用しましょう(頭部の保護)。 

・ 転倒した場合でも滑りにくいものを着用しましょう。 

・ 着膨れせず動きやすい服装にしましょう。 

・ 長靴は荒縄などで滑り止めの工夫をしましょう。 

・ 転落防止のため命綱を使用しましょう。 

・ 万一転倒した場合でも屋根の上で留まる長さに調整します。 

・ 綱固定用のアンカーやロープは専用の器具を事前に設置したり、反対側の家の柱や 

大きな木に結びつけたりするなど状況に応じた工夫をしましょう。 

・ 命綱を体に固定するには市販されている安全帯など幅広のものを使用しましょう。 

・ ヘルメットを着用しましょう。 

・ アルミ製のスコップやスノーダンプなど軽くて雪が付着しにくいものを使用しましょう。 

・ 雪がつきにくくなるスプレーなども活用しましょう。 

・ 雪の投棄場所を考えて波板などを効果的に活用しましょう。 

ヘルメットの着用

動きやすい服装 

荒縄で滑り止め 

命綱の使用



ポイント５ はしごの固定 

・ 転倒防止のためはしごの足元はしっかり固め、頭部をロープで固定しましょう。 

・ 長さは十分余裕のあるものを使用し、屋根に対して真っ直ぐに適切な勾配で架けましょう。 

・ アルミ製のはしごは濡れていると滑りやすいので、靴底の雪を落とすなど注意しましょう。 

ポイント８ むりな作業はしない

ポイント７ 足場の確保 

ポイント６ 複数での作業 

・ 一人での作業はせず、複数で行いましょう。 

・ やむを得ず一人で作業する場合は、家族や近所に声をかけ時々様子を見てもらいましょう。 

・ 軒先は瓦の雪止めの位置を確認し、雪止めより先では作業をしないようにしましょう。 

・ 足元の雪をしっかり固めましょう。 

・ 雪止めより上部に足場を作って作業を行い、最後に足場から下の軒先部分を取り除くと 

安全です。 

・ 下層のザラメ雪は滑りやすいので注意が必要です。雪は 

全部取らず、厚さで２０～３０ｃｍは残しましょう。 

・ はしごからの最初の一歩、最後の一歩は特に注意が必要です。 

・ 無理な体勢での作業は危険です。 

・ 少しずつ何回かに分けて下ろしましょう。 

・ スノーダンプなどに引きずられることがあります。その場合はすぐに手を離して 

身を守りましょう。 

ザラメ雪

新 雪 

雪止め 

足場を作る 



 

ポイント10 体調の管理 

ポイント９ 落雪などにも注意 

・ 地上での作業では、屋根からの落雪に十分注意しましょう。 

・ 片側の屋根だけ下ろすと、建物に偏った荷重がかかり倒壊につながる恐れがあります。 

バランスよく下ろしましょう。 

・ 雪下ろしは大変な重労働です。 

必ず準備運動をしましょう。 

・ 十分に休憩を取り、水分を補給しながら 

作業しましょう。 

雪下ろしに関する相談窓口 

土木部 建築住宅課 住まいづくりグループ    ℡ 0776-20-0506 

雪対策・建設技術研究所 雪対策技術研究グループ ℡ 0776-35-2412 














